
Ｊ
Ｒ
四
国
と
の
総
合
労
働

協
約
改
訂
交
渉
は
、
９
月
16

日
に
３
回
目
、
22
日
に
４
回

目
の
交
渉
を
行
っ
た
。

《
議
論
を
深
度
化
》

３
回
目
の
交
渉
で
は
、
２

回
目
の
交
渉
で
示
さ
れ
た
会

社
の
考
え
に
対
し
要
点
を
絞

り
、
「
生
き
生
き
と
働
け
る

職
場
環
境
づ
く
り
」
「
賃
金

や
労
働
時
間
、
休
日
数
の
改

善
」
「
離
職
防
止
や
各
系
統

の
課
題
等
」
「
新
人
事
賃
金

制
度
の
検
討
」
「
目
指
す
方

向
性
」
の
各
論
点
に
つ
い
て

議
論
の
深
度
化
を
図
っ
た
上

で
、
会
社
に
対
し
具
体
策
の

実
現
を
強
く
求
め
た
。

各
論
点
に
係
る
組
合
の
主

張
は
次
の
と
お
り
。

①
生
き
生
き
と
働
け
る
職
場

環
境
づ
く
り

掲
げ
た
目
標
の
達
成
に
向

け
た
具
体
的
な
道
筋
を
組
合

員
に
示
す
べ
き
。
ス
ピ
ー
ド

感
を
持
っ
て
臨
ま
な
け
れ
ば
、

失
望
感
に
繋
が
り
か
ね
な
い
。

会
社
の
取
り
組
み
、
例
え
ば

新
入
社
員
の
地
元
配
属
の
配

慮
な
ど
は
、
運
用
だ
け
で
な

く
制
度
化
な
ど
に
よ
り
、
会

社
の
姿
勢
が
伝
わ
る
よ
う
に

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

②
賃
金
や
労
働
時
間
、
休
日

数
の
改
善

省
力
化
・
省
人
化
の
各
種

施
策
に
よ
り
生
み
出
さ
れ
た

要
員
や
時
間
が
労
働
時
間
短

縮
、
休
日
数
増
に
つ
な
が
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
年
間

休
日
に
つ
い
て
「
人
材
確
保

の
観
点
か
ら
も
踏
み
込
ん
だ

検
討
を
進
め
る
」
と
の
考
え

が
示
さ
れ
た
が
、
検
討
を
進

め
た
先
に
は
実
行
を
伴
う
べ

き
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
制
度

改
善
が
色
々
と
図
ら
れ
て
き

た
こ
と
は
認
識
す
る
が
、
多

様
な
職
種
が
あ
る
こ
と
か
ら

組
合
員
一
人
ひ
と
り
か
ら
す

れ
ば
恩
恵
を
感
じ
に
く
い
こ

と
も
事
実
。
系
統
別
で
議
論

を
行
う
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。

③
離
職
防
止
や
各
系
統
の
課

題
等

組
合
員
は
他
社
の
労
働
条

件
も
意
識
す
る
。
乗
務
員
は

拘
束
時
間
の
長
さ
、
工
務
系

は
手
当
、
駅
は
泊
り
勤
務
に

よ
る
負
担
に
つ
い
て
改
善
を

望
む
声
が
多
い
。
魅
力
あ
る

職
場
に
改
善
さ
れ
な
け
れ
ば
、

離
職
も
歯
止
め
が
か
か
ら
な

い
。
ま
た
、
エ
キ
ス
パ
ー
ト

社
員
の
会
社
へ
の
貢
献
の
大

き
さ
を
踏
ま
え
、
一
時
金
の

係
数
は
撤
廃
す
べ
き
。

④
新
人
事
賃
金
制
度
の
検
討

55
歳
以
降
の
基
本
給
支
給

率
減
は
、
職
場
を
中
心
的
に

支
え
る
組
合
員
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
維
持
に
大
き
く
関
わ

る
ほ
か
、
若
手
も
そ
の
姿
を

見
て
将
来
に
不
安
を
感
じ
る
。

早
急
に
見
直
し
に
向
け
議
論

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
べ
き
。

⑤
目
指
す
方
向
性

Ｊ
Ｒ
四
国
に
入
社
し
た
仲

間
が
定
年
ま
で
安
心
し
て
働

き
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

組
合
は
前
向
き
な
回
答
、

ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
な
改
革
を
会

社
に
要
請
。
労
使
と
も
に
目

指
す
方
向
性
は
同
じ
で
あ
る

こ
と
を
改
め
て
確
認
し
た
。

《
年
間
休
日
数
１
日
増

の
回
答
を
引
き
出
す
》

粘
り
強
く
交
渉
を
展
開
し

迎
え
た
４
回
目
の
交
渉
に
お

い
て
、
長
年
に
わ
た
り
強
く

求
め
続
け
て
き
た
「
年
間
休

日
数
１
日
増
」
の
ほ
か
、

「
発
令
の
事
前
通
知
を
14
日

前
ま
で
に
実
施
」
「
カ
ム
バ
ッ

ク
制
度
の
適
用
範
囲
拡
大
」

と
の
回
答
を
会
社
よ
り
引
き

出
し
た
。
交
渉
終
了
後
、
業

務
対
策
委
員
会
を
開
催
し
、

会
社
を
取
り
巻
く
状
況
は
厳

し
く
、
未
だ
課
題
が
多
く
残

さ
れ
て
い
る
が
、
「
生
き
生

き
と
働
け
る
職
場
環
境
づ
く

り
」
に
向
け
た
第
一
歩
を
踏

み
出
す
こ
と
が
で
き
た
と
判

断
し
、
妥
結
し
た
。

（
詳
し
く
は
、
Ｊ
Ｒ
四
国
労

組
ニ
ュ
ー
ス
№
５
、
７
を
参

照
）ジ

ェ
イ
ア
ー
ル
四
国
バ
ス

と
の
「
総
合
労
働
協
約
改
訂

等
」
交
渉
は
、
９
月
22
日
に

２
回
目
の
交
渉
を
実
施
。

《
５
項
目
を
改
善
》

９
月
５
日
に
行
っ
た
１
回

目
の
交
渉
以
降
粘
り
強
く
交

渉
を
継
続
し
た
結
果
、
組
合

員
が
「
安
心
し
て
働
く
環
境

実
現
」
に
向
け
、
「
保
存
休

暇
（
私
傷
病
に
よ
る
場
合
）

の
要
件
緩
和
」
「
コ
ロ
ナ
に

伴
う
小
学
校
休
業
等
に
よ
る

養
育
の
場
合
に
保
存
休
暇
及

び
看
護
休
暇
の
適
用
拡
大
」

「
『
出
生
時
育
児
休
暇
』
、

育
児
休
職
の
分
割
取
得
等
の

育
児
介
護
休
業
法
改
正
に
基

づ
く
環
境
整
備
」
「
準
組
合

員
（
再
雇
用
契
約
社
員
）
の

無
給
休
暇
を
新
設
」
「
準
組

合
員
の
基
本
賃
金
改
善
」
と

の
回
答
を
会
社
よ
り
引
き
出

し
た
。

《
改
正
法
対
応
や

賃
金
改
善
を
議
論
》

当
日
は
他
の
項
目
に
つ
い

て
も
議
論
。
組
合
か
ら
、
今

回
改
善
が
図
ら
れ
な
か
っ
た

「
改
善
基
準
告
示
」
や
「
改

正
労
働
基
準
法
」
へ
の
対
応

に
つ
い
て
、
「
２
０
２
４
年

４
月
か
ら
の
適
用
に
伴
う
見

直
し
に
関
し
て
、
時
間
外
労

働
時
間
上
限
が
９
６
０
時
間

と
な
り
、
現
状
と
は
か
け
離

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
前
倒
し

し
て
の
対
応
が
必
要
で
は
な

い
か
」
と
訴
え
た
。
ま
た
、

厳
し
い
回
答
が
並
ん
だ
賃
金

関
係
に
つ
い
て
は
「
経
営
は

厳
し
い
状
況
だ
が
、
賃
金
改

善
は
必
要
不
可
欠
。
特
に
55

歳
以
降
の
賃
金
に
つ
い
て
は
、

若
手
も
意
識
す
る
」
と
指
摘
。

会
社
は
こ
れ
に
対
し
、
「
今

年
度
の
累
計
も
２
０
１
９
年

度
比
で
45
％
、
毎
月
赤
字
で

経
営
が
回
復
し
た
と
は
言
い

難
く
、
容
易
に
制
度
改
善
で

き
る
状
況
に
は
な
い
」
と
現

状
を
説
明
。
先
行
き
不
透
明

で
あ
り
、
楽
観
視
で
き
な
い

と
し
、
引
き
続
き
経
営
改
善

に
向
け
た
理
解
と
協
力
を
組

合
に
求
め
た
。

交
渉
終
了
後
、
業
務
対
策

委
員
会
を
開
催
。
総
合
労
働

協
約
改
訂
交
渉
に
関
し
て
一

部
で
は
あ
る
が
制
度
改
善
が

図
ら
れ
た
こ
と
等
を
議
論
し
、

こ
れ
以
上
の
前
進
は
困
難
と

判
断
し
て
同
日
妥
結
し
た
。

（
詳
し
く
は
、
Ｊ
Ｒ
四
国
労

組
自
動
車
支
部
ニ
ュ
ー
ス
№

２
を
参
照
）

総
合
労
働
協
約
改
訂
等
交
渉

妥
結
！

本
部
は
、
Ｊ
Ｒ
四
国
及
び
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
四
国
バ
ス
と
の
間
で
総
合
労
働
協
約
改
訂
等
の
団
体

交
渉
を
行
い
、
い
ず
れ
も
９
月
22
日
に
妥
結
し
た
。

長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
経
営
環
境
は
厳
し
さ
を
増
し
、
先
行
き
も
不
透
明
な
状
況
で
は
あ
る

が
、
会
社
が
掲
げ
た
中
長
期
計
画
達
成
に
は
「
生
き
生
き
と
働
け
る
職
場
環
境
づ
く
り
」
が
必
要

不
可
欠
で
あ
る
こ
と
を
強
く
訴
え
続
け
た
結
果
、
Ｊ
Ｒ
四
国
に
お
い
て
は
「
年
間
休
日
数
１
日
増
」

を
は
じ
め
、
先
に
妥
結
し
た
契
約
社
員
の
賃
金
改
定
と
合
わ
せ
て
４
項
目
、
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
四
国

バ
ス
に
つ
い
て
は
「
安
心
し
て
働
く
環
境
実
現
」
に
つ
な
が
る
５
項
目
の
制
度
改
善
を
果
た
し
た
。

【２０２２総合労働協約改訂等交渉での妥結内容】
◆ＪＲ四国◆

○ 年間休日数１日増！
・2023年４月１日より年間休日数が『１０８日』に！

・年間所定労働時間数『1956時間30分』→『1948時間55分』へ

・１時間当たり賃金額についても改善が図られる

・１２月３０日が祝日勤務手当の対象日に！

・出向特別手当至急の対象範囲拡大！

○ 発令の事前通知を１４日前までに実施！
・2023年１月１日以降の人事異動より、発令の事前通知を原則１４日

前までに実施！

○ カムバック制度の適用範囲拡大！
・勤続５年以上で、やむを得ない理由により退職した社員が、

退職後５年以内に再雇用を希望し、会社が認めた場合に再

雇用する制度について、適用対象に「育児・介護・看護」

に加え「配偶者の転勤（四国島内を除く）に同行」が加わる！

○ ２０２２年度の契約社員基本賃金改定！
・パートナー社員の基本賃金4,950円上積み！

事務職等、駅勤務者(事務)、販売センター、ワープ支店等(四国)

・サポーター社員の基本賃金30円上積み！
駅及びワープ支店勤務者等、事務職等

・適用ランク一部改正！「松山駅を特Ａランクに」

※ 管理者等資格試験（二次試験）について、香川県外からの
受験者についてＷｅｂを活用した面接の実施を確認！

◆ジェイアール四国バス◆
○ 保存休暇(私傷病による場合)の要件緩和！
・私傷病による場合、「連続４日以上」を「連続２日以上」に改善！

○ コロナに伴う小学校休業等による養育の場合に保存休暇及び
看護休暇の適用拡大！(2022.4.1以降遡り適用)
・新型コロナウイルス感染症による小学校等(小学校・幼稚園・保育所等)の

臨時休業で養育する子(中学校就学の始期に達するまで)に世話を行う場合、

または養育する子が新型コロナウイルス感染症に感染等し世話を行う場合

に保存休暇・看護休暇を適用！

○ 「出生時育児休暇」、育児休職の分割取得等の育児介護休業
法改正に基づく環境整備！
・出生後８週間以内の子を養育する場合の無給休暇(出生時育児休暇)を新設
・組合員は３歳まで、準組合員は２歳までのうち、連続した一期間２回まで
を限度に育児休職を取得可能に！

・その他休職期間の繰り上げを可能とするなど制度を拡充・整備！

○ 準組合員(再雇用契約社員)の無給休暇を新設！
・無給休暇として業災休暇、通災休暇、私傷病休暇(90日以内)を新設！

○ 準組合員の基本賃金改善！
・再雇用契約社員(構内運転係)の甲・乙を統合、最低保証額170,000円に改善！

・再雇用契約社員(構内運転係・デスク・営業係・清掃係)の時給を880円に改善！

・契約社員(営業係等)の時給を880円に改善！

※上記のほか、定年退職者の契約基本賃金の制度整備！

Ｊ
Ｒ
四
国

ジ
ェ
イ
ア
ー
ル

四
国
バ
ス

大谷　 清
石川 敏也

2022
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Ｊ
Ｒ
連
合
は
、
10
月
６
日

（
木
）
13
時
30
分
よ
り
、
東

京
都
豊
島
区
「
ホ
テ
ル
メ
ト

ロ
ポ
リ
タ
ン
池
袋
」
に
て
Ｊ

Ｒ
連
合
結
成
30
周
年
記
念
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
た
。

Ｊ
Ｒ
連
合
は
、
国
鉄
改
革

の
５
年
後
、
１
９
９
２
年
５

月
18
日
に
結
成
。
本
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
は
、
こ
の
30
周
年
の

節
目
に
、
Ｊ
Ｒ
の
責
任
産
別

と
し
て
こ
の
間
の
足
跡
を
振

り
返
り
、
安
全
の
確
立
は
も

と
よ
り
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の

新
た
な
時
代
に
お
け
る
鉄
道

の
発
展
と
Ｊ
Ｒ
産
業
の
持
続

的
成
長
に
む
け
た
各
種
課
題

の
解
決
に
向
け
た
取
り
組
み
、

さ
ら
に
は
将
来
を
見
据
え
た

建
設
的
な
提
言
を
内
外
へ
発

信
す
る
機
会
と
し
て
３
部
構

成
で
開
催
さ
れ
た
。

冒
頭
、
Ｊ
Ｒ
連
合
を
代
表

し
て
挨
拶
に
立
っ
た
荻
山
会

長
は
「
Ｊ
Ｒ
は
戦
後
最
大
の

行
政
改
革
で
あ
る
国
鉄
改
革

を
経
て
誕
生
し
、
Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー

プ
の
労
使
が
努
力
を
重
ね
成

果
を
収
め
て
く
る
こ
と
が
で

き
た
」
と
振
り
返
る
と
と
も

に
「
Ｊ
Ｒ
産
業
を
取
り
巻
く

環
境
は
急
速
か
つ
大
き
く
変

化
。
地
方
路
線
な
ど
は
厳
し

い
経
営
状
況
に
置
か
れ
、
二

島
・
貨
物
の
経
営
自
立
や
安

全
最
優
先
の
取
り
組
み
は
不

断
に
積
み
重
ね
て
い
く
必
要

が
あ
る
。
Ｊ
Ｒ
は
発
足
か
ら

35
年
以
上
が
経
過
し
、
あ
と

２
年
余
り
で
国
鉄
時
代
と
同

じ
期
間
に
達
す
る
が
、
コ
ロ

ナ
禍
に
よ
る
社
会
変
化
の
加

速
に
よ
り
、
国
鉄
改
革
に
並

ぶ
大
転
換
期
を
迎
え
て
い
る
。

今
後
30
年
を
展
望
し
労
使
を

あ
げ
て
社
会
の
変
化
に
対
応

す
べ
く
変
革
を
進
め
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
問

題
提
起
。
最
後
に
「
Ｊ
Ｒ
産

業
の
持
続
的
な
成
長
に
向
け

て
、
責
任
あ
る
運
動
を
推
進

す
る
」
と
決
意
表
明
し
た
。

●
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

第
１
部
で
は
、
関
西
大
学

宇
都
宮
浄
人
教
授
、
富
山
市

森
雅
志
前
市
長
よ
り
基
調
講

演
が
行
わ
れ
、
続
く
第
２
部

で
は
Ｊ
Ｒ
連
合
よ
り
「
次
な

る
30
年
の
強
く
し
な
や
か
な

Ｊ
Ｒ
産
業
を
創
る
５
提
言

～
『
Ｏ
Ｎ
Ｅ

Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
』

と
な
り
誇
り
を
持
っ
て
社
会

に
貢
献
し
続
け
る
た
め
に
～
」

と
の
提
言
を
提
起
。
第
３
部

に
は
宇
都
宮
教
授
を
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
、
パ
ネ
リ
ス
ト
と

し
て
森
前
市
長
、
荻
山
会
長
、

Ｊ
Ｒ
西
日
本
倉
坂
昇
治
代
表

取
締
役
副
社
長
が
出
席
。
Ｊ

Ｒ
産
業
の
持
続
的
成
長
に
つ

い
て
議
論
を
展
開
し
た
。

●
記
念
式
典

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
終
了
後
、

記
念
式
典
を
開
催
。
国
土
交

通
省
斉
藤
鉄
夫
大
臣
を
は
じ

め
同
省
幹
部
、
Ｊ
Ｒ
各
社
代

表
や
友
誼
団
体
役
員
が
来
賓

と
し
て
出
席
し
、
官
民
そ
し

て
労
使
の
協
働
で
新
た
な
時

代
に
突
き
進
む
想
い
を
会
場

一
体
と
な
っ
て
共
有
し
た
。

各
支
部
青
年
女
性
会
議
の

定
期
委
員
会
は
、
９
月
16
日

の
本
社
支
部
青
女
を
皮
切
り

に
順
次
開
催
さ
れ
た
。
コ
ロ

ナ
対
策
と
し
て
規
模
縮
小
や

換
気
休
憩
、
ア
ル
コ
ー
ル
消

毒
や
マ
ス
ク
着
用
の
徹
底
等

対
策
を
講
じ
な
が
ら
対
面
で

実
施
。
本
部
青
年
女
性
会
議

第
30
回
定
期
委
員
会
で
承
認

さ
れ
た
活
動
方
針
に
基
づ
き
、

ス
ロ
ー
ガ
ン
案
、
経
過
報
告
、

活
動
方
針
案
を
提
起
。
質
疑

答
弁
を
経
て
、
満
場
一
致
で

全
て
の
議
事
が
承
認
さ
れ
た
。

な
お
、
役
員
改
選
に
よ
り

選
出
さ
れ
た
新
三
役
は
次
の

と
お
り
。

議
長

今
田

颯
一

副
議
長

酒
井

翔
司

豊
茂

拓
実

前
田

春
蔵

事
務
長

土
井

隆
之
介

議
長

近
藤

正
之

副
議
長

渡
邊

亮
輔

和
良
地

成
祐

湯
浅

健
太
郎

事
務
長

武
田

裕
治

議
長

吉
松

和
哉

副
議
長

戸
村

佳
永
大

渡
部

京
介

事
務
長

角
南

厚
志
郎

議
長

芝

翔
太

副
議
長

髙
杉

颯
之
介

長
谷

力

事
務
長

豊
島

勇
貴

議
長

三
木

和
仁

副
議
長

瀧
岡

拓
真

平
井

優
太

事
務
長

衞
藤

克

議
長

仲
田

幸
平

事
務
長

藤
澤

直
也

２
０
２
２
爽
や
か
ゴ
ル
フ
大
会

多
度
津
運
転
区
分
会
で
は
、

５
月
23
～
26
日
の
４
日
間
、

ま
ん
の
う
町
の
サ
ン
ラ
イ
ズ

ヒ
ル
ズ
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

に
お
い
て
ゴ
ル
フ
大
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

い
ず
れ
の
日
も
春
先
を
思

わ
せ
る
よ
う
な
穏
や
か
な
陽

気
と
な
り
、
鮮
や
か
な
芝
の

緑
の
中
、
右
に
左
に
飛
ん
で

い
く
ボ
ー
ル
を
追
い
な
が
ら

爽
や
か
な
汗
を
流
し
ま
し
た
。

ま
た
、
和
気
あ
い
あ
い
と
プ

レ
ー
す
る
人
、
黙
々
と
勝
負

に
徹
す
る
人
と
、
思
い
思
い

の
ラ
ウ
ン
ド
を
過
ご
し
、
日
々

の
疲
れ
も
忘
れ
て
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、
熟
練
の
プ
レ
ー

ス
タ
イ
ル
で
コ
ン
ス
タ
ン
ト

に
ス
ト
ロ
ー
ク
を
縮
め
た
佐

立
大
輔
組
合
員
が
見
事
優
勝

し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
明
る
く
楽
し

い
サ
ー
ク
ル
活
動
を
計
画
し
、

組
合
員
の
健
康
と
親
睦
を
図
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

多
度
津
運
転
区
分
会

中
川

祐
人

政
策
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施

Ｊ
Ｒ
連
合
香
川
県
協
議
会

は
、
６
月
25
日
に
ホ
テ
ル
ア

ネ
シ
ス
瀬
戸
大
橋
に
て
政
策

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
で
国
民
民
主
党
代

表
玉
木
雄
一
郎
衆
議
院
議
員
、

川
合
孝
典
参
議
院
議
員
候
補
、

会
場
に
は
山
本
悟
史
香
川
県

議
会
議
員
、
大
西
智
高
松
市

議
会
議
員
、
Ｊ
Ｒ
連
合
よ
り

森
安
祐
貴
産
業
政
策
局
長
に

ご
参
加
い
た
だ
き
、
41
名
の

組
合
員
と
共
に
意
見
交
換
会

を
行
い
ま
し
た
。

は
じ
め
に
杉
本
議
長
が
挨

拶
を
行
い
、
山
本
県
議
、
大

西
市
議
へ
「
交
通
重
点
政
策

２
０
２
２
」
を
手
交
。

玉
木
代
表
、
川
合
参
議
院

議
員
候
補
、
山
本
県
議
、
大

西
市
議
、
森
安
局
長
よ
り
講

義
を
受
け
た
後
、
参
加
し
た

組
合
員
か
ら
は
四
国
新
幹
線

や
子
育
て
、
物
価
上
昇
・
燃

料
高
騰
、
外
国
人
観
光
客
受

け
入
れ
再
開
・
Ｇ
ｏ
Ｔ
ｏ
ト

ラ
ベ
ル
再
開
等
に
関
す
る
質

疑
が
あ
り
ま
し
た
。

最
後
に
、
寳
田
副
議
長
が

議
員
の
方
々
へ
の
御
礼
を
述

べ
、
政
策
セ
ミ
ナ
ー
は
閉
会

し
ま
し
た
。

Ｊ
Ｒ
連
合
香
川
県
協
議
会

杉
本

慶
太

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
大
会
開
催
！

高
知
電
気
区
分
会
で
は
、

２
０
２
２
年
７
月
９
日
～
10

日
の
２
日
間
、
分
会
の
交
流

及
び
活
性
化
の
た
め
、
『
四

万
十
・
川
の
駅

カ
ヌ
ー
館
』

に
て
レ
ク
を
開
催
し
、
12
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

当
日
は
雨
天
の
た
め
、
川

遊
び
は
残
念
な
が
ら
断
念
し

ま
し
た
が
、
四
万
十
川
を
一

望
で
き
る
会
場
で
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

大
会
を
実
施
。
大
い
に
盛
り

上
が
り
、
高
知
電
気
区
分
会

の
友
好
と
親
睦
を
深
め
組
織

の
活
性
化
を
図
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

今
後
も
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン

を
有
効
に
活
用
し
、
組
合
員

が
一
丸
と
な
っ
た
職
場
づ
く

り
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

高
知
電
気
区
分
会片

山

文
弥

夏
季
レ
ク(

Ｂ
Ｂ
Ｑ)

開
催
！

愛
媛
保
線
分
会
は
、
７
月

22
日
に
西
条
駐
在
の
若
手
組

合
員
５
名
で
、
夏
季
レ
ク
と

し
て
水
の
都
西
条
、
加
茂
川

で
の
Ｂ
Ｂ
Ｑ
を
計
画
し
ま
し

た
。
当
日
は
夕
立
の
予
報
、

山
に
は
黒
い
雲
も
出
て
き
た

た
め
、
河
川
敷
で
の
Ｂ
Ｂ
Ｑ

は
危
険
と
判
断
し
、
急
遽
加

茂
川
近
く
の
組
合
員
の
庭
で

安
全
に
楽
し
く
行
い
ま
し
た
。

今
回
の
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン

に
よ
り
、
西
条
駐
在
組
合
員

の
親
睦
を
深
め
、
団
結
力
を

強
化
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
も
愛
媛
保
線
分
会
は
、
様
々

な
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

愛
媛
保
線
分
会

兵
藤

道
清

各
支
部
青
女

定
期
委
員
会
開
催
！

10月８日(土) ホテルアネシス瀬戸大橋にて

９
月
16
日
（
金
）
13
時
30

よ
り
、
高
松
セ
ン
タ
ー
ビ
ル

会
議
室
に
て
第
３
回
本
部
執

行
委
員
会
を
開
催
し
た
。

【
経
過
報
告
】

（
組
織
）

・
組
織
の
強
化
・
拡
大

（
団
交
）

・
総
合
労
働
協
約
改
訂
等
に

つ
い
て
（
Ｊ
Ｒ
四
国
・
ジ
ェ

イ
ア
ー
ル
四
国
バ
ス
）

（
業
務
）

・
予
土
線
・
江
川
崎
～
半
家

駅
間
に
お
け
る
脱
線
事
故

の
発
生
に
つ
い
て

・
本
四
備
讃
線
児
島
～
宇
多

津
駅
間
下
り
線
で
発
生
し

た
「
レ
ー
ル
損
傷
」
に
つ

い
て

・
第
１
回
自
動
車
業
務
委
員

会
（
支
部
大
会
）

・
本
社
、
愛
媛
、
香
川
、
高

知
、
自
動
車
、
徳
島

（
部
会
）

・
部
会
三
役
会
議

（
教
宣
）

・
教
育
・
広
報
委
員
会

（
レ
ク
）

・
サ
ー
ク
ル
協
議
会
運
営
委

員
会

（
共
闘
）

・
中
央
交
運
労
協
・
地
方
代

表
者
会
議

（
Ｊ
Ｒ
連
合
）

・
組
織
財
政
検
討
委
員
会

・
Ｊ
Ｒ
連
合
ビ
ジ
ョ
ン
推
進

委
員
会

・
30
周
年
事
業
企
画
委
員
会

・
Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
労
組
連
絡

会
定
期
総
会

・
教
育
・
広
報
担
当
者
会
議

・
男
女
平
等
参
画
推
進
委
員

会
・
産
業
政
策
委
員
会
・
国
会

議
員
秘
書
勉
強
会

（
政
策
）

・
２
０
２
２
年
国
土
交
通
省

予
算
概
算
要
求
・
税
制
改

正
要
望

【
議
事
】

①
香
川
県
知
事
選
挙
及
び
徳

島
市
・
高
松
市
議
会
選
挙

に
お
け
る
推
薦
候
補
者
の

承
認
に
つ
い
て

②
２
０
２
２
年
度
準
組
合
員

賃
金
引
き
上
げ
の
了
承
承

認
に
つ
い
て

③
２
０
２
２
年
度
年
末
手
当
・

賞
与
要
求
の
基
本
的
な
考

え
方
に
つ
い
て

④
職
場
諸
問
題
の
集
約
に
つ

い
て

⑤
Ｊ
Ｒ
連
合
第
29
回
賃
金
実

態
調
査
の
実
施
に
つ
い
て

⑥
Ｊ
Ｒ
連
合
結
成
30
周
年
記

念
行
事
の
開
催
に
つ
い
て

⑦
四
国
交
運
労
協
第
33
回
定

期
総
会
の
開
催
に
つ
い
て

⑧
交
運
共
済
35
周
年
事
業
に

つ
い
て

⑨
当
面
す
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

に
つ
い
て

⑩
そ
の
他

第
３
回

本
部
執
行
委
員
会
開
催 新たな時代における鉄道の発展とＪＲ産業

の持続的成長に向けた想いを内外に発信

レ
ク
・
サ
ー
ク
ル
だ
よ
り

多
度
津
運
転
区
分
会

香
川
県
協
議
会

高
知
電
気
区
分
会

愛
媛
保
線
分
会

鏡割りを行うＪＲ連合荻山会長(左)、ＪＲ四国
西牧社長(中央)、ＪＲ九州古宮社長(右)

ＪＲ連合
荻山会長

国土交通省
斉藤大臣

香川支部青女

第１回
ドッヂビー大会

を開催します！
○ 日時
12月11日(日)13:30集合
○ 場所
高松市西部運動センター
香川県高松市
鬼無町鬼無10番地２

※お申込みは各支部まで！

10月２日(日) 松山市総合ｺﾐｭﾆﾃｨｰｾﾝﾀｰにて

愛媛支部青女

９月27日(火) シビックセンターにて

徳島支部青女

10月３日(月) 松山支店にて

自動車支部青女

10月９日(日) 統合事務所にて

高知支部青女

９月16日(金) 本部事務所にて

本社支部青女


